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1 まえがき
近年，潜水機などとの海中通信へ電波を利用すること

が検討されており，海中通信ができるアンテナの設計法
の研究が必要とされている．アンテナの入力インピー
ダンスを正確に測定することは重要であるため，本報告
では純水シース付ダイポールアンテナを試作し，Sパラ
メータ法を用いて測定した入力インピーダンスをシミュ
レーションと比較した結果について述べる．

2 純水シース付ダイポールアンテナの試作
図 1に試作したアンテナの写真を示す．このアンテナ

は長さ 30 cm，直径 1 cmのアルミ製のダイポールアン
テナを塩ビ (PVC)管に入れて蒸留水を封入したもので
ある [1]．
このアンテナの解析モデルを図 2に示す．このモデル

ではアルミ棒や塩ビ管を一辺の長さが元の直径と等しい
直方体で表現している．なお，PVCは比誘電率 εr = 3，
導電率 σ = 0 S/m，蒸留水は εr = 80，σ = 10−3 S/m，
海水は εr = 80，σ = 4 S/mとした．

図 1 試作したアンテナ (左:外観，右:内部構造)

図 2 アンテナの解析モデル

3 測定結果と解析結果の比較
始めに，シース無しでアンテナ導体を海水に直接露出

させたときの入力インピーダンスの解析値と測定値を図
3に示す．次にアンテナを海水で満たした水槽に沈めた
ときの入力インピーダンスを図 4に示す．アンテナ導体
を海水につけると図 3に示すように入力インピーダンス
は誘導性となり共振は見られなかった．しかし，蒸留水

のシースでアンテナの周囲を覆うことで図 4のようにア
ンテナが共振するようになった．
また，解析値と測定値を比較すると共振周波数のずれ

や入力インピーダンスの大きさに違いが見られたが，周
波数特性の傾向は概ね一致していることがわかる，

図 3 シース無しの入力インピーダンス

図 4 シース有りの入力インピーダンス

4 まとめ
試作したアンテナの入力インピーダンスを測定し，シ

ミュレーションと比較した．測定結果と解析結果の傾向
は概ね一致したため，水中や海中においても Sパラメー
タ法で入力インピーダンスが測定可能であることとシ
ミュレーションによって解析的にアンテナを設計可能で
あることが言える．
次の段階としてより低周波用の海中アンテナの製作と

測定を行う予定である．
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